
 

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情

報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されること

もあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､そ

の目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。 

 

2025/11/3 
東アジア資金部 ソウル室 +82-2-3782-5859 

先週のマーケット動向（10月 27日～10月 31日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,436.7  1,438.0  1,419.2  1,424.4  ▲12.7 

JPY/KRW 9.3859  9.4594  9.2452  9.2458  ▲0.148 

KOSPI 3,999.79 4,146.72 3,972.56 4,107.50 +165.91 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇。週初ドル/ウォンは

1,436.7でオープン。米中貿易協議において米国が中国に

課すとしていた100％の追加関税について、中国がレアア

ースの輸出規制を延期する代わりに見送る見通しが伝わっ

たことで楽観ムードが広がりウォン買いをサポートしやや

下落。しかし、28日にかけては韓米首脳会談への警戒から

か株式市場で外国人投資家の売り越しが拡大し、1,438.0

まで上昇した。29日引き後に開催された韓米首脳会談では

対米直接投資に年間200億ドルの上限を設けること、為替

変動への安全措置をとることに合意したとの報道を受けて

不透明感が払しょくされたことでウォン買いが拡大。一時

1,420ウォンを下回る推移となった。しかし、週末にかけ

ては米金利の上昇などもあり下げ幅を縮小。前週末比▲

12.7ウォンの1,424.4ウォンでクローズした。 (韓国時間

15：30） 

 

今週の見通し 

先週大型イベントを通過。とりわけ韓米貿易協議が進展

し、概ね内容について成功と評価される報道が見られる

も、為替相場への影響は限定的で引き続きウォン安地合い

が継続している。米12月利下げに対して複数FRB高官から

後ろ向きな発言が聞かれる中、米ドルは底堅い推移が続

き、ドル/ウォンも同様に1,420ウォン台を上回る推移が続

いている。今週月初の経済指標動向に留意しつつも、米金

融政策運営を巡る不透明感からドル/ウォンは1,420台～

1,430台を中心とした推移が継続か。 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1410 ～ 1440 9.15  ～ 9.45  152.0  ～ 155.0  

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

 

今後の予定 

 

3日(月) 欧 10月 製造業PMI 確報値
米 10月 製造業PMI 確報値
米 9月 耐久財受注 確報値
米 9月 製造業受注 速報値

4日(火) 韓 10月 CPI 確定値
米 10月 ISM非製造業景況指数 確定値

5日(水) 欧 10月 サービス業PMI 確報値
米 10月 サービス業PMI 確報値
中 10月 総合PMI 確定値
中 10月 サービス業PMI 確定値
米 10月 ADP雇用統計 確定値

6日(木) 米 11月 ミシガン大消費者マインド指数 速報値
米 11月 失業保険新規申請者数 
韓 9月 国際収支 速報値

7日(金) 中 10月 貿易収支 確定値
米 10月 非農業部門雇用者数 確定値
米 10月 失業率 確定値


